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令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 6440地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

25,625合　計

2,249 2,314
900954

110 110

24,498 22,107
121 194

01

本年度当初

27,932

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0001 常備消防通信管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

27,932

40
2,200

25,692

25,625

2,400
64

23,161

2,307

△200
△24

2,531

23,952

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004811)

地方債 22010601008 消防指令システム全更新事業債 2,200 2,400

　その他事業 75 市民等の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り

　、安心・安全なまちづくりを目指す
　概　　要　 01 市民等の安心・安全を守ります
　事　　務　 12 情報連絡室業務

＜事業の目的＞
　市民の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り、安心・安全なま
　ちづくりを目指すため、常備消防通信管理事業により、消防無線の維持管理及びその他の
　通信回線の維持と中東遠消防指令センターの適切な運営を行うことで、円滑な消防業務を
　運用する。

＜事業の概要＞
　無線機器及び電話設備等の保守管理や維持管理を行い、災害に即時対応できる体制を確保
　する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○常備消防通信機器保守及び管理業務
・消防無線機器、固定電話及び携帯電話の修繕
・消防庁舎固定電話及び救急・救助活動に係る携帯電話使用料
・消防庁舎構内交換電話設備、消防救急デジタル無線及び防災無線保守点検
・無線機保守点検委託料
○中東遠消防指令センター運営経費負担金支払業務
・中東遠５市１町で運営する消防指令センターの負担金

　【要求内容】
　10節　需用費
・修繕料　110千円（R6　同額）：消防用無線機、固定電話等修繕
11節　役務費
・通信運搬費　954千円（R6　900千円）：固定電話、携帯電話の通信料
12節　委託料
・電話機管理委託料　462千円（R6　同額）：消防庁舎の電話設備保守業務
・無線機器保守点検委託料　1,787千円（R6　1,852千円）
17節　備品購入費
・消耗品的備品　121千円（R6　194千円）：消防用特定小電力トランシーバー購入

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

18節　負担金、補助及び交付金
・中東遠消防指令センター運営経費負担金　24,498千円（R6　22,107千円）
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令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 316168地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

6,769合　計

1,045 781
600521

2,362 2,489

681 2,899
01

本年度当初

4,609

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0002 救急活動事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

4,609

168

4,441

6,769

316

6,453

△2,160

△148

△2,012

3,304

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004825)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、救急活動事業により、資機材を計画的に整
　備するとともに救急想定訓練を行い、職員の災害対応力を向上する。

＜事業の概要＞
　救急活動に必要な資機材の整備及び適切な維持管理を行うとともに、救急現場を想定した
　各種訓練を実施し、隊員の技術、能力、知識を高める。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○救急業務
・救急資機材の整備
・救急資機材の維持管理及び保守点検
・救急医療廃棄物の管理（廃棄）
・救急事案の検証
・救急現場を想定した各種訓練等の実施

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　2,275千円（R6　2,400千円）：救急資機材消耗品購入
・印刷製本費　37千円（R6　39千円）：救急搬送票印刷
・修繕料　50千円（R6　同額）：救急資機材修繕
11節　役務費
・手数料　404千円（R6　469千円）：事後検証料等
・廃棄物引取手数料　117千円（R6　131千円）：医療廃棄物処分料等
12節　委託料
・保守点検委託料　1,045千円（R6　781千円）：救急車積載資機材保守点検
17節　備品購入費
・常備消防用備品購入費　681千円（R6　2,899千円）：救急資機材備品購入

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16
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令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 843249地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

5,060合　計

733 1,046
4448

1,035 805

17,933 3,165
01

本年度当初

19,749

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0003 消防救助活動事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

19,749

6,139

13,610

5,060

843

4,217

14,689

5,296

9,393

4,532

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004841)

都道府県支出金 16020801003 地震・津波対策等減災交付金（投資活動） 5,890

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、消防救助活動事業により、資機材を計画的
　に整備するとともに災害想定訓練を行い、職員の災害対応力を向上する。

＜事業の概要＞
　火災、救助等に必要な資機材の整備及び適切な維持管理を行うとともに、各種災害を想定
　した訓練を実施し、災害時における迅速かつ組織的な活動技術や能力を高める。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○消防救助活動業務
・災害現場及び訓練で使用する消防救助資機材の整備
・災害現場及び訓練で使用する消防救助資機材の維持管理と保守点検
・火災や救助現場を想定した各種訓練等の実施

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　812千円（R6　581千円）：消防救助資機材消耗品購入
・食糧費　23千円（R6　24千円）：災害現場で活動隊員の熱中症対策用品購入
・修繕料　200千円（R6　同額）：消防救助資機材修繕
11節　役務費
・手数料　４千円（R6　０円）：高圧ガス容器所有者登録の更新手数料（３年ごと）
・資機材運搬手数料　44千円（R6　同額）：訓練用廃車運搬
12節　委託料
・保守点検委託料　733千円（R6　1,046千円）：消防救助資機材保守点検
17節　備品購入費
・常備消防用備品購入費　17,933千円（R6　3,165千円）：消防救助資機材購入（高低所
救助用資機材、防火衣一式等）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16
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令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 1314地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

1,483合　計

3817

3

1,221 1,442

01

本年度当初

1,238

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0004 予防事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

1,238

14

1,224

1,483

154

13

1,316

△245

△154

1

△92

1,558

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004856)

諸収入 21050207009 防火管理者資格取得講習会受講料 154

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 03 市民の防災意識の高揚を図ります

＜事業の目的＞
　市民の防火意識の高揚を図るため、予防事業（消防本部）により、住宅用火災警報器設置
・維持管理の啓発や広報活動、防火イベント開催のほか、立入検査や講習会を行い、事
業所における防火・保安体制の充実を図る。

＜事業の概要＞
　防火イベントの開催や街頭広報を実施し、市民の防火意識の高揚を図るとともに、事業所
　等からの火災の発生を未然に防ぐため、立入検査や講習会を行い、防火、保安体制を確保
　する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○火災予防広報活動業務
・幼年消防クラブ、消防団と連携した街頭広報、消防広報誌の発刊
・戸別訪問指導による住宅用火災警報器の設置、維持管理の啓発
・消防体験型イベントの開催
○立入検査、規制事務業務
・防火対象物、危険物施設への立入検査
・防火対象物の消防同意、危険物施設の許認可事務
・防火管理者資格取得講習会や菊川市危険物安全協会事務を通じた講習会の開催

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　880千円（R6　1,037千円）：消防業務関係図書購入、火災予防広報活動等消
耗品購入

・印刷製本費　341千円（R6　405千円）：消防広報誌の発刊
11節　役務費
・傷害保険料　17千円（R6　22千円）：消防体験型イベント参加者傷害保険（160名分）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16
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令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

諸収入 21050207022 272272消防本部自販機等設置手数料
前年度当初

18,062合　計

66 70
9,987 10,471

22165
5,688 7,117

183 183
01

本年度当初

15,989

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0005 常備消防施設管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

15,989

328
15,661

18,062

328
17,734

△2,073

△2,073

22,078

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004870)

諸収入 21050207025 消防本部電気料等使用者負担金 56 56

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、常備消防施設管理事業により、消防庁舎の
　適切な維持管理を行うとともに、各種災害に対する的確な対応が可能な環境を整備する。

＜事業の概要＞
　浄化槽等の施設管理業務の発注を行い消防庁舎の適切な維持管理を行うとともに、建物の
　長寿命化に向け検討していく。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防庁舎の管理業務
・必要経費の支払（光熱水費、施設管理委託料等）
・消防庁舎の修繕、工事
・消耗品、備品の購入

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　140千円（R6　355千円）：庁舎管理消耗品等購入
・電気使用料　4,000千円（R6　5,160千円）
・ガス使用料　477千円（R6　同額）
・水道使用料　284千円（R6　同額）
・修繕料　787千円（R6　841千円）：自動ドア修繕等
11節　役務費
・手数料　15千円（R6　同額）：浄化槽の法定検査
・火災保険料　50千円（R6　47千円）
12節　委託料
・除草作業委託料　300千円（R6　263千円）
・浄化槽保守点検委託料　350千円（R6　同額）
・施設管理委託料　9,337千円（R6　9,858千円）：庁舎総合管理等委託
13節　使用料及び貸借料
・マット借上料　66千円（R6　70千円）：玄関等のマット借上

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

17節　備品購入費
・消耗品的備品　183千円（R6　同額）：事務机等の購入

5



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

財産収入 17020201002 900450車両売払代金
前年度当初

5,845合　計

330 393382356
5,399 5,023

55 47
01

本年度当初

6,140

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0006 公用車管理費（消防本部） 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

6,140

500
5,640

5,845

1,000
4,845

295

△500
795

5,781

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004888)

財産収入 17020201004 車両売払収入（契約保証金分） 50 100

　その他事業 75 市民等の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り

　、安心・安全なまちづくりを目指す
　概　　要　 01 市民等の安心・安全を守ります
　事　　務　 14 受付、消防機材等の維持管理

＜事業の目的＞
　市民の生命、身体、財産の保護とともに、災害による被害の軽減を図り、安心・安全なま
　ちづくりを目指すため、公用車管理事業（消防本部）により、消防本部で使用する公用車
　を適切に維持管理する。

＜事業の概要＞
　各種災害に対応するため、緊急車両等の適切な維持管理を行う。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○公用車管理業務
・車両洗浄、車検（法定）点検、整備
・燃料費の支払
・車両整備用資機材購入

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　８千円（R6　同額）：車両管理用消耗品購入
・燃料費　2,873千円（R6　2,871千円）：車両14台（R6　同数）
・修繕料　2,518千円（R6　2,144千円）：車検、点検14台（R6　同数）
11節　役務費
・手数料　77千円（R6　91千円）：車検代行手数料、登録印紙代６台（R6　７台）
・自動車損害保険料　279千円（R6　291千円）
17節　備品購入費
・消耗品的備品　55千円（R6　47千円）：車両整備用資機材（タイヤ交換等）
26節　公課費
・自動車重量税　330千円（R6　393千円）：６台（R6　７台）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

6



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

諸収入 21050207021 11全国消防協会保険事務取扱手数料

前年度当初

16,511合　計

2,291 2,676
191 595

245278

957878

1,054 1,035

5,402646 594 4,270
2,372 3,805

2,3342,47001

本年度当初

15,582

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0007 常備消防総務費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

15,582

2
15,580

16,511

2
16,509

△929

△929

12,739

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004901)

諸収入 21050207026 行政資料コピー・印刷代【消防本部】 1 1

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 02 消防技術の向上を目指します

＜事業の目的＞
　消防技術を向上させるため、常備消防総務事業により、静岡県消防学校等への職員派遣や
　各種研修等の受講を実施し、専門知識や技術力を高め、消防力の強化を図る。

＜事業の概要＞
　教育や各種研修等の受講により、職員一人一人のレベルアップに取り組む。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇職員研修業務
・静岡県消防学校等への入校手続
・会計年度任用職員の雇用
・職員貸与被服等の購入

　【要求内容】
　01節　報酬
・産業医報酬　240千円（R6　同額）
・会計年度任用職員分　2,230千円（R6　2,094千円）：１人分
03節　職員手当等
・パートタイム職員期末勤勉手当　646千円（R6　209千円）：１人分
08節　旅費
・普通旅費　821千円（R6　900千円）
・費用弁償　６千円（R6　同額）：１人分
・パートタイム職員通勤手当分　51千円（R6　同額）：１人分
10節　需用費
・消耗品費　696千円（R6　695千円）：職員貸与消耗品等購入
・印刷製本費　24千円（R6　23千円）：資格取得申請書添付の写真現像代
・食糧費　36千円（R6　19千円）：緊急消防援助隊出動時の食糧購入
・修繕料　298千円（R6　同額）：職員貸与被服修繕
11節　役務費
・手数料　179千円（R6　164千円）：資格取得等

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

・賠償保険料　99千円（R6　81千円）：消防業務賠償責任保険
12節　委託料
・健康診査委託料　191千円（R6　595千円）：病院実習等で必要な健康診断書等

7



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

合　計

本年度当初

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0007 常備消防総務費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

　13節　使用料及び貸借料

(簡略番号：004901)

・テレビ受信料　13千円（R6　同額）

・OA機器借上料　180千円（R6　同額）：複合機借上
・使用料　156千円（R6　同額）：複合機使用料
・アパート貸借料　389千円（R6　869千円）：静岡県消防防災航空隊派遣に伴うアパート
借上げ

・リネンリース料　1,553千円（1,458千円）：当直勤務者のリネンリース
17節　備品購入費
・常備消防用備品購入費　2,372千円（R6　3,523千円）：職員貸与備品購入
18節　負担金、補助及び交付金
・職員研修負担金　1,997千円（R6　1,444千円）：病院実習、消防学校等研修負担金
・救急救命士養成研修負担金　2,106千円（R6　2,435千円）
・（新）救急安心電話相談窓口事業負担金　908千円：救急安心電話相談窓口#7119事業負
担金

・東名高速道路静岡県消防協議会負担金　２千円（R6　同額）
・消防長会負担金　350千円（R6　同額）
・全国消防協会負担金　39千円（R6　同額）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

8



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16030107001 2020高圧ガス保安法事務交付金
前年度当初

28,328合　計

29,667 28,328

01

本年度当初

29,667

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0009 職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

29,667

53

4,168
25,446

28,328

4,845

53

23,430

1,339

△677
2,016

26,035

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004957)

都道府県支出金 16030107002 液化石油ガス保安事務交付金 33 33
手数料 14020501001 危険物取扱許可手数料 1,202 1,244
手数料 14020501002 火薬類消費許可手数料 39 39
手数料 14020501003 許可証等再交付手数料 1 1
手数料 14020501004 修了証再交付手数料 1 1
諸収入 21050207010 東名高速道路救急支弁金 2,925 3,560

　その他事業 79 特別職・職員給与の適正な管理執行を図る

　概　　要　 01 特別職・職員給与の適正な管理執行
　事　　務　 02 職員給与費

＜事業の目的＞
　特別職・職員給与の適正な管理執行を図るため、職員給与費（消防本部・常備消防費）【
　消防本部】により、職員の給料、手当の支払いを適切に行う。

＜事業の概要＞
　勤務における給与や手当を集計し、振り込みによる給与支給を行う。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇職員給与支払業務
・職員手当を支給

　【要求内容】
　03節　職員手当等
・特殊勤務手当　7,175千円（R6　7,206千円）
・休日勤務手当　18,498千円（R6　17,337千円）
・夜間勤務手当　3,994千円（R6　3,785千円）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

9



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 5788地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

223合　計

316 223

01

本年度当初

316

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 01 常備消防費 消防本部0106010000-0000

0010 救急講習等事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

316

88

228

223

57

166

93

31

62

280

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：010141)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 01 防災力を高めるまちづくり
　施　　策 04 市民の防災活動への参加を推進します

＜事業の目的＞
　市民の防災活動への参加を推進するため、救急講習等事業により、救急講習会等を開催し
　、応急手当知識の普及と啓発する。

＜事業の概要＞
　応急手当に関する正しい知識と技術の習得のため、救急講習を実施するとともに、応急手
　当の普及活動に積極的に取り組む事業所を推進する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○救急講習業務
・講習用資機材の購入、維持及び管理
・普通救命講習会等の開催
・応急手当協力事業所の認定
・救命入門コースの開催

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　243千円（R6　193千円）：救急講習用資機材消耗品購入
・（新）印刷製本費　43千円：救急講習受講者募集チラシ作成
・修繕料　30千円（R6　同額）：救急講習用資機材修繕

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

10



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

27,072合　計

27,07226,19301

本年度当初

26,193

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0001 消防団員報酬費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

26,193

26,193

27,072

27,072

△879

△879

23,006

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004964)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防団員報酬事業により、報酬の支払いを適正
　かつ確実に行うことで、消防団員の身分を保障する。

＜事業の概要＞
　階級（職階）に応じて年間報酬を全団員へ支払う。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇報酬支払業務
・団員への年間報酬の支払
・団員への活動報酬の支払

　【要求内容】
　01節　報酬
・消防団員報酬　26,193千円（R6　27,072千円）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

11



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 105323地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

29,045合　計

16 16

10,66210,739
533926

30 30
1,509 828

11

17,051 16,975

01

本年度当初

30,272

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0002 消防団運営費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

30,272

323

9,131
20,818

29,045

9,016

105

19,924

1,227

115

218

894

23,806

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：004968)

諸収入 21050207001 消防団員退職報償金 9,117 9,002
諸収入 21050207002 消防団員福祉共済事務費 13 13
諸収入 21050207038 消防団員公務災害補償費 1 1

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防団運営事業により、消防団活動に対する手
　当の支給や研修による団員の技術や知識の向上に取り組むことで、消防団活動の円滑化と
　体制強化を図り、地域防災力を強化する。

＜事業の概要＞
　手当等の支給により、消防団活動の円滑化を図るととともに、各種研修等を受講して消防
　団員の技術や知識の向上に取り組む。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防団運営業務
・退職報償金掛金、公務災害補償掛金及び福祉共済掛金の支払
・消防団広報誌「ひまわり」の発行
・退職報償金の支給
・負担金、運営費交付金の支払
・研修等の費用弁償
・個人装備品の購入
・準中型免許取得補助

　【要求内容】
　05節　災害補償費
・災害補償費　１千円（R6　同額）
07節　報償費
・表彰費　162千円（R6　220千円）：永年勤続家族表彰、本部退団者記念品等
・退職者報償費　10,577千円（R6　10,442千円）：退団者退職報償
08節　旅費
・費用弁償　926千円（R6　533千円）：理事会、総会、研修会、消防学校等出張
09節　交際費
・団長交際費　30千円（R6　同額）
10節　需用費

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

・消耗品費　1,357千円（R6　592千円）：新入団員貸与消耗品購入
・印刷製本費　152千円（R6　236千円）：広報誌の発行
13節　使用料及び貸借料

12



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

合　計

本年度当初

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0002 消防団運営費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

・会場使用料　16千円（R6　同額）：雨天時の式典会場使用料

(簡略番号：004968)

18節　負担金、補助及び交付金

・小笠支部会費負担金　1,720千円（R6　1,627千円）
・退職報償金掛金　6,989千円（R6　同額）
・消防団員公務災害補償掛金　859千円（R6　同額）
・消防団員福祉共済掛金　855千円（R6　870千円）
・準中型免許取得補助金　800千円（R6　同額）
・分団運営費交付金　5,620千円（R6　同額）
・消防団ラッパ隊活動費交付金　208千円（R6　同額）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

13



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 287地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

12,112合　計
4,26851,293

104 104
7,850 5,032

798819
2,231 1,899

12 11

01

本年度当初

62,309

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0003 消防施設等管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

62,309

287
55,900
1,408
4,714

12,112

7,600

4,512

50,197

1,408
48,300

287

202

3,362

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005000)

繰入金 19020701001 まちづくり基金繰入金 1,408
地方債 22010601007 消防団蔵置所整備事業債 55,900 7,600

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防施設等管理事業により、災害時活動拠点と
　なる消防団蔵置所の適切な維持管理を行う。

＜事業の概要＞
　消防団蔵置所の長寿命化に向け維持管理を行うとともに、整備方針について検討する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇非常備消防施設管理業務
・必要経費の支払（光熱水費、通信費、浄化槽点検費等）
・蔵置所の修繕、整備
・火災保険等の契約

　【要求内容】
　10節　需用費
・電気使用料　873千円（R6　864千円）
・水道使用料　334千円（R6　331千円）
・修繕料　1,024千円（R6　704千円）：無線機器、蔵置所の修繕
11節　役務費
・通信運搬費　523千円（R6　501千円）
・手数料　240千円（R6　248千円）：汲み取り手数料、浄化槽点検、混合廃棄物処分
・火災保険料　56千円（R6　49千円）
12節　委託料
・調査業務委託料　4,158千円（R6　０円）：消防団蔵置所建設用地地質調査設計業務
・設計監理業務委託料　2,244千円（R6　０円）：消防団蔵置所の建設に伴う設計監理委
託業務

・浄化槽点検料　296千円（R6　282千円）
・消防団蔵置所管理委託料　1,152千円（R6　同額）：消防団蔵置所、消防団ポンプ自動
車及び資機材の管理委託

　13節　使用料及び賃借料

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

・土地借上料　104千円（R6　同額）：嶺田、布引原蔵置所
14節　工事請負費
・（新）蔵置所整備事業費　49,885千円：消防団蔵置所の更新整備費

14



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

合　計

本年度当初

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0003 消防施設等管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

　・（新）機能別消防団車庫移設工事費　1,408千円：機能別消防団車庫の移設工事費

(簡略番号：005000)

　18節　負担金、補助及び交付金

　・電波利用料　12千円（R6　11千円）：簡易無線28局

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

15



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 1,1321,497地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

4,485合　計

5,671 4,485
01

本年度当初

5,671

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0004 消防団資機材整備費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

5,671

1,740

291
3,640

4,485

146

1,250

3,089

1,186

145

490

551

6,719

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005019)

都道府県支出金 16020801003 地震・津波対策等減災交付金（投資活動） 243 118
諸収入 21050207043 消防団員等公務災害補償等共済基金 291 146

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防団資機材整備事業により、消防資機材及び
　団員個人の装備を充実し、消防団の災害活動強化及び現場での団員の安全を確保する。

＜事業の概要＞
　防災資機材及び個人装備品を整備する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇資機材整備業務
・防災資機材の整備
・個人装備品の整備

　【要求内容】
　17節　備品購入費
・防災資機材購入費　2,079千円（R6　1,144千円）：災害現場で使用するホース等の購入
・消防団員用備品購入費　3,592千円（R6　3,341千円）：防火衣等の購入

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

16



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

3,477合　計

409 413454477
2,798 2,610

01

本年度当初

3,684

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0005 消防自動車等管理費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

3,684

3,684

3,477

3,477

207

207

4,869

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005024)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、消防自動車等管理事業により、消防団車両の適
　切な維持管理を行う。

＜事業の概要＞
　車両の維持管理とともに、整備方針を検討する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇消防団消防ポンプ自動車等管理業務
・車両管理、修繕
・燃料費の支払
・法定点検等の実施

　【要求内容】
　10節　需用費
・燃料費　738千円（R6　762千円）：車両19台
・修繕料　2,060千円（R6　1,848千円）：車検（９台）、点検（10台）
11節　役務費
・手数料　138千円（R6　117千円）：車検代行手数料、登録印紙代９台（R6　９台）
・自動車損害保険料　339千円（R6　337千円）
26節　公課費
・自動車重量税　409千円（R6　413千円）：９台（R6　９台）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

17



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

142合　計

8181
49118

12 12

01

本年度当初

211

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 02 非常備消防費 消防本部0106010000-0000

0006 非常備消防総務費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

211

211

142

142

69

69

124

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005036)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 03 消防団の防災力の維持・向上を図ります

＜事業の目的＞
　消防団の防災力の維持・向上を図るため、非常備消防総務事業により、各種研修会等への
　参加や検討会を通じて、消防団の活動環境整備に取り組む。

＜事業の概要＞
　消防団役員の視察研修及び女性消防団員の研修への参加等により、消防団員の活動能力向
　上に取り組むとともに、消防団の活動環境整備について検討する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
　〇非常備消防総務事業
　・消防団活性化検討委員会の開催
　・小笠支部幹部視察研修参加
　・女性消防団員研修参加

　【要求内容】
　07節　報償費
　・菊川市消防団活性化検討委員報償費　81千円（R6　同額）：委員９人、３回
　08節　旅費
　・普通旅費　118千円（R6　49千円）：研修、会議等
　18節　負担金、補助及び交付金
　・職員研修負担金　12千円（R6　同額）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

18



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801002 1,2291,197地震・津波対策等減災交付金（業務活動）

前年度当初

5,880合　計

2
4,636 4,877

229 407

382 594
01

本年度当初

5,247

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 03 消防施設費 消防本部0106010000-0000

0001 消防施設等整備事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

5,247

1,197

4,050

5,880

1,229

4,651

△633

△32

△601

6,163

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005051)

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、消防施設等整備事業により、消防水利や消
　防資機材を適切に維持管理し、計画的に更新する。

＜事業の概要＞
　防火水槽の維持管理、消火栓の設置及び移設並びに消防水利の修繕を行うとともに、大規
　模災害に活用する資機材を整備をする。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○消防水利維持管理業務
・防火水槽の修繕
・消火栓の移設及び修繕
○大規模災害用資機材の整備、更新
・防災資機材購入

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品費　29千円（R6　197千円）：防火水槽看板、個人線量計用電池購入
・修繕料　200千円（R6　210千円）：防火水槽の緊急修繕
17節　備品購入費
・防災資機材購入費　382千円（R6　594千円）：資機材搬送用カゴ台車購入
27節　繰出金
・水道会計繰出金　4,636千円（R6　4,877千円）：消火栓の設置及び修繕

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

19



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801003 8,103地震・津波対策等減災交付金（投資活動）

前年度当初

24,853合　計

92 136

140 412243

5352

154 291

116,946 24,310
01

本年度当初

117,427

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 03 消防施設費 消防本部0106010000-0000

0002 消防自動車等整備事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

117,427

116,900

527

24,853

16,300
8,103

450

92,574

100,600
△8,103

77

23,019

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：005065)

地方債 22010601003 消防ポンプ自動車整備事業債 116,900 16,300

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、消防自動車等整備事業により、緊急車両等
　を計画的かつ適切に更新する。

＜事業の概要＞
　各種災害への出動に対し、確実な災害対応を行うため、緊急車両等の更新及び整備を実施
　する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○緊急車両更新整備業務
・化学消防ポンプ自動車の更新
・消防団ポンプ車（堀之内２）の更新
○旧緊急車両売却業務
・消防団ポンプ車（旧河城２）の売却

　【要求内容】
　08節　旅費
・普通旅費　52千円（R6　53千円）：中間検査旅費
10節　需用費
・消耗品費　48千円（R6　20千円）：自動車更新に係る印刷ロール紙の購入
・燃料費　12千円（R6　７千円）：自動車更新に係る打合せ等燃料費
・修繕料　94千円（R6　264千円）：売却車両の艤装撤去費用
11節　役務費
・手数料　１千円（R6　同額）：廃車車両の登録抹消印紙代
・自動車リサイクル手数料　26千円（R6　13千円）：更新車両リサイクル料
・賠償保険料　16千円（R6　８千円）：更新車両自賠責保険料
13節　使用料及び賃借料
・公有財産売却システム使用料　44千円（R6　88千円）：システム使用料
・OA機器借上料　48千円（R6　同額）：複合機借上（５か月分）
17節　備品購入費

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

・消防ポンプ自動車購入費　27,625千円（R6　24,310千円）
・（新）化学消防車資機材購入費　17,067千円
・（新）化学消防車購入費　72,254千円

20



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

前年度当初

合　計

本年度当初

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 03 消防施設費 消防本部0106010000-0000

0002 消防自動車等整備事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

　26節　公課費

(簡略番号：005065)

・自動車重量税　140千円（R6　41千円）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

21



令和 7年度 歳出予算事業概要書001 一般会計
（単位：千円）

都道府県支出金 16020801003 2,664地震・津波対策等減災交付金（投資活動）

前年度当初

32,107合　計
32,07632,857

113 31

01

本年度当初

32,970

前年度当初本年度当初前年度当初本年度当初

09 消防費 01 消防費 03 消防施設費 消防本部0106010000-0000

0004 貯水槽整備事業費 本年度当初 前年度当初 比較 前々年度決算

32,970

2,664
30,300

6

32,107

32,100

7

863

△1,800
2,664

△1

24,447

＜総合計画における位置付け＞

(簡略番号：011755)

地方債 22010601002 貯水槽整備事業債 30,300 32,100

　基本目標 04 快適な環境で安心して暮らせるまち

　政　　策 03 消防力を高めるまちづくり
　施　　策 01 消防施設・設備・体制の充実強化を図ります

＜事業の目的＞
　消防施設・設備・体制の充実強化を図るため、貯水槽整備事業により、消防水利の基盤
　となる耐震性防火水槽を計画的に整備する。

＜事業の概要＞
　大規模地震発生時にも水利の確保が可能となる耐震性防火水槽を整備する。

＜令和７年度実施内容＞
　【業務内容】
○耐震性防火水槽整備事業
・中内田地内に耐震性防火水槽１基を整備する。
・加茂地内に耐震性防火水槽１基を整備する。

　【要求内容】
　10節　需用費
・消耗品　113千円（R6　31千円）：バリケード等の購入
14節　工事請負費
・耐震性防火水槽整備事業費　32,857千円（R6　32,076千円）

款 項 目 所属

 事  業

区　　分

事 業 費

財

源
内

訳

国庫支出金
県支出金

地方債

その他
一般財源

節 節

財源 科目コード 科目名称

【事業概要】

【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

委託料12
役務費11

09 交際費
10 需用費

08 旅費
報償費07

原材料費15
工事請負費14

13 使用料及び賃借料 予備費

22 償還金､利子及び割引料

投資及び出資金23

寄附金25
積立金24

26 公課費
27 繰出金

補償、補填及び賠償金21
貸付金20

18 負担金､補助及び交付金

19 扶助費

17 備品購入費
公有財産購入費16

22



歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
部門
名称

当初
予算額
(a)

前年度
予算額
(b)

差額
(a-b)

説 明

14 2 5 1 - 消防手数料 - 1,243 1,285 ▲ 42

14 2 5 1 1
危険物取扱許可
手数料

消防本部 1,202 1,244 ▲ 42

菊川市消防手数料条例に基づく危険物施設の許認可等に係る申請手数
料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　1,202
千円

14 2 5 1 2
火薬類消費許可
手数料

消防本部 39 39 0
菊川市消防手数料条例に基づく火薬類消費の許可に係る申請手数料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　39千円

14 2 5 1 3
許可証等再交付
手数料

消防本部 1 1 0
菊川市消防手数料条例に基づく危険物施設許可証等の再交付手数料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　１千円

14 2 5 1 4
修了証再交付手
数料

消防本部 1 1 0
菊川市消防手数料条例に基づく防火管理者講習修了証の再交付手数料
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　１千円

16 3 1 7 -
消防費事務委託
金

- 53 53 0

16 3 1 7 1
高圧ガス保安法
事務交付金

消防本部 20 20 0
高圧ガス保安法に基づく権限移譲事務の交付金（基礎額）
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　20千円

16 3 1 7 2
液化石油ガス保
安事務交付金

消防本部 33 33 0

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律に基づく権
限移譲事務の交付金
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　33千円

17 2 2 1 - 物品売払代金 - 500 1,000 ▲ 500

17 2 2 1 2 車両売払代金 消防本部 450 900 ▲ 450
更新整備した旧消防団ポンプ車の売払代金
＜充当先＞
9.1.1.6　公用車管理費（消防本部）　450千円

23



歳入 （単位：千円）

款 項 目 節
細
節

節及び細節名称
部門
名称

当初
予算額
(a)

前年度
予算額
(b)

差額
(a-b)

説　　　　　　　　明

17 2 2 1 4
車両売払収入
（契約保証金
分）

消防本部 50 100 ▲ 50
更新整備した旧消防団ポンプ車の車両売払収入
＜充当先＞
9.1.1.6　公用車管理費（消防本部）　 50千円

21 1 1 1 - 延滞金 - 1 0 1

21 1 1 1 6
消防団資機材弁
償金延滞金

消防本部 1 0 1 消防団資機材購入額の弁償金延滞金

21 5 2 7 - 消防費雑入 - 12,677 20,949 ▲ 8,272

21 5 2 7 1
消防団員退職報
償金

消防本部 9,117 9,002 115
退職消防団員に係る基金からの退職報償金
＜充当先＞
9.1.2.2　消防団運営費　9,117千円

21 5 2 7 2
消防団員福祉共
済事務費

消防本部 13 13 0
共済事務に係る消防協会からの手数料
＜充当先＞
9.1.2.2　消防団運営費　13千円

21 5 2 7 10
東名高速道路救
急支弁金

消防本部 2,925 3,560 ▲ 635

東名高速道路の救急事故に出動する出動隊の維持費としての支弁金
＜充当先＞
9.1.1.9　職員給与費（消防本部・常備消防費）【消防本部】　2,925
千円

21 5 2 7 21
全国消防協会保
険事務取扱手数
料

消防本部 1 1 0
全国消防グループ保険の事務に係る手数料
＜充当先＞
9.1.1.7　常備消防総務費　１千円

21 5 2 7 22
消防本部自販機
等設置手数料

消防本部 272 272 0
消防本部の自動販売機設置手数料（３台分）
＜充当先＞
9.1.1.5　常備消防施設管理費　272千円

21 5 2 7 25
消防本部電気料
等使用者負担金

消防本部 56 56 0
設置自動販売機の電気料の使用者負担金
＜充当先＞
9.1.1.5　常備消防施設管理費　56千円

21 5 2 7 26
行政資料コ
ピー・印刷代
【消防本部】

消防本部 1 1 0
消防本部での行政資料のコピー・印刷代
＜充当先＞
9.1.1.7　常備消防総務費　１千円
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21 5 2 7 38
消防団員公務災
害補償費

消防本部 1 1 0
消防団員等公務災害補償等共済基金からの損害補償費
＜充当先＞
9.1.2.2　消防団運営費　１千円

21 5 2 7 43
消防団員等公務
災害補償等共済
基金

消防本部 291 146 145
消防団員等公務災害補償等共済基金からの助成金
＜充当先＞
9.1.2.4　消防団資機材整備費　291千円

21 5 3 1 - 弁償金 - 300 300 0

21 5 3 1 2
弁償金【消防本
部】

消防本部 300 300 0 消防団資機材購入額の弁償金

22 1 6 1 -
消防施設整備事
業債

- 209,100 266,300 ▲ 57,200

22 1 6 1 2
貯水槽整備事業
債

消防本部 30,800 32,900 ▲ 2,100

貯水槽整備事業に係る起債
＜充当先＞
9.1.1.8　職員給与費（消防本部・常備消防費）【総務課】　500千円
9.1.3.4　貯水槽整備事業費　30,300千円

22 1 6 1 3
消防ポンプ自動
車整備事業債

消防本部 119,200 16,800 102,400

化学消防ポンプ自動車及び消防団消防ポンプ自動車更新整備事業に係
る起債
＜充当先＞
9.1.1.8　職員給与費（消防本部・常備消防費）【総務課】　2,300千
円
9.1.3.2　消防自動車等整備事業費　116,900千円

22 1 6 1 7
消防団蔵置所整
備事業債

消防本部 56,900 7,800 49,100

消防団小笠北分団嶺田蔵置所更新整備事業に係る起債
＜充当先＞
9.1.1.8　職員給与費（消防本部・常備消防費）【総務課】　1,000千
円
9.1.2.3　消防施設等管理費　55,900千円

22 1 6 1 8
消防指令システ
ム全更新事業債

消防本部 2,200 208,800 ▲ 206,600
中東遠消防指令センター電気設備防水壁設置工事に係る起債
＜充当先＞
9.1.1.1　常備消防通信管理費　2,200千円
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223,874 289,887 ▲ 66,013歳入合計
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